












要約 母子保健サービスの現状を踏まえた上で、今後提供すべきサービスの内容、費用負担、

供給主体のあり方等について、実地調査、有識者ヒアリング等により、多角的・実証的な

検討を行い、今後の母子保健事業のあり方についての具体的方向を探る。 


